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   Ｇ０６Ｆ    9/06     ６１０Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月21日(2016.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク機器への操作のために必要な該ネットワーク機器の提供するウェブページ
を介した命令をスクリプトとして管理する管理手段と、
　前記管理手段により管理されているスクリプトを用いて、前記ネットワーク機器の提供
するウェブページを介して、該ネットワーク機器への操作を実行する実行手段と、
　前記ネットワーク機器の構成情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された前記ネットワーク機器の構成情報に基づき、前記管理手
段に管理されているスクリプトの修正が必要か否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により前記管理手段に管理されているスクリプトの修正が必要であると判
定された場合に、該スクリプトの修正を行う修正手段と、を有し、
　前記管理手段は、前記修正手段により修正されたスクリプトを管理することを特徴とす
る管理装置。
【請求項２】
　前記判定手段は、前記スクリプトの修正がユーザの操作なしに可能か否かをさらに判定
し、
　前記管理装置は、前記判定手段により前記スクリプトの修正がユーザの操作なしに可能
でないと判定された場合に、ユーザの操作により該スクリプトの修正を行うための修正画
面の表示制御を行う表示制御手段を、さらに有し、
　前記管理手段は、前記修正画面を介して修正されたスクリプトを管理することを特徴と
する請求項１に記載の管理装置。
【請求項３】
　前記修正画面を介した前記スクリプトの修正は、前記修正画面に表示される前記スクリ
プトをユーザ入力により修正することを特徴とする請求項２に記載の管理装置。
【請求項４】



(2) JP 2015-125472 A5 2017.2.9

　前記修正画面を介した前記スクリプトの修正は、前記修正画面から行われるユーザによ
る前記ネットワーク機器の提供するウェブページへの操作の記録に基づいて修正すること
を特徴とする請求項２に記載の管理装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記修正画面に、前記スクリプトのエラー箇所を表示することを
特徴とする請求項２乃至４のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項６】
　前記取得手段は、前記実行手段が前記管理されたスクリプトを用いたネットワーク機器
への操作に失敗し、かつ、該失敗の原因が通信エラーによる失敗ではない場合に、前記ネ
ットワーク機器の構成情報を取得し、
　前記判定手段は、前記取得手段により取得された前記ネットワーク機器の情報に基づき
、前記管理手段に管理されているスクリプトの修正が必要か否かを判定することを特徴と
する請求項１乃至５のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項７】
　前記ネットワーク機器に対する構成変更の操作を検知する検知手段を有し、
　前記検知手段により前記ネットワーク機器に対する構成変更の操作が検知された場合に
、前記取得手段が前記ネットワーク機器の構成情報を取得し、前記判定手段が前記管理手
段に管理されているスクリプトの修正が必要か否かを判定することを特徴とする請求項１
乃至５のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項８】
　前記ネットワーク機器への操作は、該ネットワーク機器に情報を設定する操作、または
該ネットワーク機器から情報を取得する操作であることを特徴とする請求項１乃至７のい
ずれか１項に記載の管理装置。
【請求項９】
　前記管理手段は、前記スクリプトと、前記スクリプトの実行対象となるネットワーク機
器とを紐付けたタスク情報をさらに管理し、
　前記タスク情報においてネットワーク機器に紐付けされるスクリプトを、前記管理手段
に管理されているスクリプトの中から前記取得手段により取得された当該ネットワーク機
器の構成情報に合致すると判断されたスクリプトに切り替える切り替え手段をさらに有す
ることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項１０】
　前記ネットワーク機器の構成情報は、該ネットワーク機器の設定情報、該ネットワーク
機器に接続されたオプション機器情報、該ネットワーク機器にインストールされたアプリ
ケーション情報の少なくともいずれかを含むことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか
１項に記載の管理装置。
【請求項１１】
　前記管理手段は、前記ネットワーク機器の提供するウェブページのページ構成情報の履
歴をさらに管理し、
　前記判定手段は、前記ネットワーク機器の提供するウェブページの現在のページ構成情
報と過去のページ構成情報との差分に基づいて、前記スクリプトの修正がユーザの操作な
しに可能か否かをさらに判定し、
　前記修正手段は、前記ウェブページのページ構成情報の差分に基づいて、前記スクリプ
トの修正を行うことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項１２】
　前記ウェブページのページ構成情報は、前記ウェブページのページ階層情報と前記ウェ
ブページのＨＴＭＬ情報を含むことを特徴とする請求項１１に記載の管理装置。
【請求項１３】
　ネットワーク機器への操作のために必要な該ネットワーク機器の提供するウェブページ
を介した命令をスクリプトとして管理する管理手段と、前記管理手段により管理されてい
るスクリプトを用いて、前記ネットワーク機器の提供するウェブページを介して、該ネッ
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トワーク機器への操作を実行する実行手段とを有する管理装置の制御方法であって、
　前記ネットワーク機器の構成情報を取得する取得ステップと、
　前記取得ステップにより取得された前記ネットワーク機器の構成情報に基づき、前記管
理手段に管理されているスクリプトの修正が必要か否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより前記管理手段に管理されているスクリプトの修正が必要である
と判定された場合に、該スクリプトの修正を行う修正ステップと、
　前記修正ステップにより修正されたスクリプトを前記管理手段で管理するステップと、
を有することを特徴とする管理装置の制御方法。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載された手段として機能させる
ためのプログラム。
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